
図書講演会 2021 

講師 中川和也先生 

演題：万葉集の世界 ～古代の反実仮想文から古代人の心性を見る～ 

日時：6 月 16 日(水)16:10～17:10 

場所：プラタナスホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉が違えば、考え方や認識の在り方も違う―。 

当たり前のテーゼに見えますが、普段、このことをつきつめて考

えることはしません。 

今回の講演では、奈良時代の『万葉集』に注目し、その中で「実

現し得ない仮定」専用の表現形式「まし」（助動詞）と、幅広い

用法がある「む」（助動詞）を比較分析し、現代語の仮定表現と

対照させながら、そこから浮かび上がる上代の人々の感性や情

緒の在り方について考察をします。普段の国語の授業レベルを

超えて、実際の国語学的課題についての研究報告となります。 

加えて、講師自身の「学問との出会い」や、「本を読み始めたき

っかけ」、これまでに出会った「忘れ得ぬ言葉」なども紹介しな

がら、学問することの魅力をお伝えできればと思っています。 

 

本講演で取り上げる研究 

中川和也「上代の反事実仮想と「む」「まし」」『国語国文』

84(6),2015 

中川和也「上代韻文の反事実仮想文について ―希望終助詞と

「む」「まし」の共起関係などから― 」福井大学国文学会（招待

発表）2016,07 


